
○サウンディング型市場調査とは 

 事業発案段階や事業化検討段階において、事業内容や事業スキーム等に関して、直接の対話により

民間事業者の意見や新たな事業提案の把握等を行うことで、対象事業の検討を進展させるための情報

収集を目的とした手法である。また、事業の検討の段階で広く対外的に情報提供することにより、当

該事業に対する民間事業者の理解の促進や参入意欲の向上を期待するものである。 
※「地方公共団体のサウンディング型市場調査の手引き」（平成 30年 6月 国土交通省総合政策局）から出典 

 

 

県庁舎敷地の有効活用の検討に向けたサウンディングの実施について 

 

１ 要旨・目的 

 

  県庁舎敷地の新たな利活用の可能性，整備手法及び事業参入可否等について，民間事業者との対

話を通じた意見募集（サウンディング型市場調査）を行う。 

 

 

 

 

 

 

２ 現状・背景 

広島市中心部の再開発や街づくりが進む中で，県庁舎敷地の有効活用を図り，憩いや賑わいの場

などの創出に向けて，令和４年度においては，第一駐車場や県庁の森などの県庁舎敷地の有効活用

を調査・検討することとしている。 

 

３ 概要 

⑴ 対象者 

民間事業者 

⑵ 実施内容・スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 今後の対応 

 

 

 
 

※ ８月を目途に利活用素案を取りまとめ，その後，有識者等による選定委員会，プロポーザルなど

を実施するとともに，本年度中に事業者を決定し，令和５年度中の事業者による整備完了を目指す。 
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